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論 文 の 内 容 の 要 旨

ニワトリは約24時間の間隔で排卵を繰り返しているが､この排卵周期の発現は､排卵

を誘起すると共に卵胞顆粒層細胞におけるプロジエステロン(P4)生産を刺激する黄体形

成ホルモン(LH)と卵胞発育を刺激する.と共に卵胞膜細胞におけるエストラジオールー17

β(E2)生産を刺激する卵胞刺激ホルモン(FSH)により主に支配されている｡これらの･

性腺刺激ホルモン(OTH)は､下垂体前葉から放出されるが､ニワトリにおいて､排卵周期

を含めて一日内における LH放出の様相はすでに明らかにされている｡しかし､.一日内

における FSH放出の様相は未だ明確にはされていない｡また､排卵周期中の下垂体前葉

におけるLH合成の様相は未だ明らかにされていない｡さらに､排卵周期中における卵胞

のOTH'受容体発現の様相やその制御機構七ついては未だ検討されていない｡そこで､本

研究では､上述した3つの項目に関連して3つの実験を行った｡

最初の実験においては､排卵日と無排卵日の一日の色々な時間における血中L巧とFSB

濃度をラジオイムノアッセイ(RIA)により判定すろと共に､未成熟な堆鶏と排卵している

ニワトリの一日内の色々な時期に血中P4濃度をRIAによって測定した｡また､排卵日と

無排卵日の一日の色々な時間に卵胞重量を測定した｡これらの結果として､排卵の有無に

関係なく､LH放出は暗箱初期に､一方FSH放出は申期の後半に高くなるような日内変動

していることが明らかとなうた｡

次の実験においては､産卵建と休産津において､一日のいろいろな時間に下垂体前葉中

のLH-βsubunitのmRNA濃度をSolytion hybridizationRNaseprotectionassayによフて鴻

定すると共に､下垂体前葉中と血中におけるLH洩虔をRIAによって測定した｡それらの

結果として.､排卵前に認められる血中LH濃度の増加に先立ち､下垂体前葉中におけるLH

濃度とL牲βsⅦbⅦit.mRNA濃度の増加が認められたのと対して､これらいずれに関して

も休産鶏においては一日内で有意な変動が認めらなかったことから､排卵前に認められる
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LHサージに先立ってLH合成が促進されることが明らかとなった｡

最後の実験においては､卵胞におけるLH受容体(LHR)とFSH受容体(FSHR)の発現の排

卵周期中における様相とその発現調節機儲を知る辛がかりを得ようとして､排卵周期中の

いろいろな時期に卵胞頼粒厳におけるLHRとFSHRのmRNA濃度をSolutionhybridizatioJI

RNase protection assayによって測定すると共に､血中におけるLH､P4及びE2.濃度と､

顆粒膜P4濃度と卵胞膜E2濃度をRIAによって謝定した｡また､LHとステロイドホルモ

ン合成阻害剤として知られているAminoglutethimide(AGT)の投与がLHRとFSHRゐmRNA

濃度に及ぼす影響を検討し.た｡これらの結果において､排卵4-5時間前にLH,P4とE2の

血中濃度が増加することを見出し､この増加後に顆粒膜におけるLHRとFSHRのmRNA

濃度が減少し､しかもその滅少は排卵直前の最大卵胞において最も顕著であることを明ら

かにした｡また､最大卵胞の顆粒膜P4浪度は排卵前のLH放出暗から急激に増加するが､

これに対して卵胞膜E2濃度における増加は最大卵胞においては認められないことを見出

した｡さらに､LH投与により顆粒膜におけるLHRとFSH･のmRNA■濃度が減少し､しか

もその減少がAOTの投与により抑制されることを明らかにした｡これらのことから､土

ワトリの頼粒層細胞におけるLHRとFSHRのmRNAは､LHにより生産が刺激されるP4

によってDown-regtllationされていると推察され､排卵現象は卵巣レベルでGTHのみな

らずステロイドホルモンによっても制御されている可能性が示唆された｡

審 査 結 果 の 要 旨

ニワトリは約24時間の間隔で排卵を繰り返しているが､この排卵周期の発現は､排卵を誘起

すると共に卵胞額粒層細胞におけるプロジエステロンげ4)生産を刺激する黄体形成ホルモン

(LH)と卵胞発育を刺激すると共に卵胞険細胞におけるエストラジオールー17β騨勾生産を刺

激する卵胞刺激ホルモン(FSH)によ.り主に支配されている｡これらの性腺刺激ホルモン

(G呵は､下垂体前葉から放出されるが､ニワトリにお･いて､排卵周期を含めてT日内における

L仁政出の様相はすでに明らかにされているが､一日内におけるFSH放出の様相は未だ明確には

されていない｡また､排卵周期中の下垂体前葉におけるⅠ月合成の様相は未だ明らかにされてい

ない｡さらに､排卵周期中における卵胞のm受容体発現の様相やその制御機梼については未

だ検討されていない｡かかる背景を基に､本研究では3つの実験が行われている｡･

最初の実験では､排卵日と無排卵日の｢日の色々.な時間における血中LHと朽H濃度をラジオイム

ノアツセイ匹仏)により測定すると共に､未成熟な雌鶏と排卵しているニワトリの一日内の色々な

時期に血中P4濃度をⅢAによって軸定している｡･また､排卵日と無排卵日の一日の色々な時間に卵

胞重量を測定している｡.これらの結果として､排卵の有無に鱒係なく､LR放出は時期初期に､

方FSH放出は明期の後半に高くなるような日内変動してぃることを明らかにしている｡･これら縫果

は､｢ニワトリの一日内における卵■胞刺激ホルモンと黄体形成ホルモンの血楽浪度の変動｣とし.

てまとめて､家禽学会誌､巻とつ-ジ未定､加01に掲載が恵められている｡

次の実験においては､産卵との関連におけるLH合成の動態を明らかにしようとじて､産卵轟と
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休産鶏に串いて､一日のいろいろな時間に下垂俸前葉中の Ⅶ｢β如加血tの印RNA濃度をSol血on

hybridizationRNaseprotectionassayによって軸定すると共に､下垂俸前葉甲と血中におけるLE濃度

をⅢAによって軸定している｡それらの結呆として､排卵前に認められる血中Ul濃度の増加に先

立ち､下垂体前葉中におけるL江漢度とLH-βsⅦbⅧit
mm濃度の増加が認められたのに対して､

これらいずれに関しても備産鶏にお車ては一日内で有意な変勒が認めらなかった∈とから､排卵

前に認められるLEサージに先立ってL打合成が促進されることを明らかにしている｡これらの結果

は､｢ニワトリの排卵日と無排卵日における下垂体前葉中の黄棒形成ホルモンβ 5血Ⅵ血とプロラ

クテンのmRがAレベルの変動｣としてまとめて､家禽学会誌､巻とページ未定､加01に掲載が認め

られている

最後の実験においては､卵胞におけるLE受容体(u王如とFSH受容体(FSH如の発現の排卵周期中に

おける様相とその発現調節機構を知る辛がかりを得ようとして､排卵周期中のいろいろな時期に

卵胞額粒膜におけるLHRとFSmOmm濃度をSohtionhybridi2a伽n肌seprotectionassayによっ

て軸定すると共に､血中におけるL臥P4及びE2濃度と､額粒膜P4濃度と卵胞膜E2濃度をⅢAによ

って測定している｡また､ LHとステロイドホルモン合成阻亭剤として知られている

Aminoglutethimide仏GT)の投与がL皿とFSHRのmRNA濃度に及ぼす影響を検討してい■る.これら

の結束において､排卵¢5時間前にuもP4とBの血中濃度が増加することを見出しているか､こ.の

増加後に額粒膜におけるu瓜享円弧のm即A濃度が減少し､しかもその減少は排卵■直前の最大卵

胞において最も厳暑であることを明らかにしている｡また､最大卵胞の額粒廣ア4濃度は排卵前の

Ⅰ月放出時から急激に増加するが､これに対して卵胞膜EZ濃度における増加は最大卵胞においては

認められなヤlことを見出している｡さらに､Ⅰ月投与により額粒膜におけるLHRとFS長のmRNA濃

度が減少し､しかもその減少がAGTの投与により抑制されることを明らかにしている｡これらの

ことから､ニワトリの額粒層細胞におけるLRRとFSmのm町仏鱒､L酎こより生産が刺激されるP4

によってDoⅦ-r喝血血されていると推察している｡これらの幕兵乱｢駄pr鰯ionof聖輯喝er

RNA由一gonadot叩ね托C甲tOr血伽卵血osalayerd血g伽叩jat町野d¢d加氾SJとし七まとめ

て､Comparativ$BiodemistryandPhysio10gy,PartんVol･&Page未定､2001に掲載が認められてい

る｡

以上述べてきたように､本研究は､ニワトリの排卵周期発現機構をより明確にして､家禽生理

学に寄与することが大である｡

よって､審査員一同は､本論文を岐阜大学大学院連合農学研究科における博士(農学)･の学位

論文に価するものと認めた｡
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